
大
£
回
年
六
月
三
↑
一
日
窃
一
一
一
司
郵
傑
物
討
可
(
話
月
一
回
一
月
遊
行
)

ー-FJ 寸 a 勾主辛 子 電 量 日

含晶

画冊

叢

禁

曹

載

責

上

積

に

依

る

箸

修

課

税

・

・

・

・

読

ま

工

神

戸

正

雄

利
子
歩
合
の
理
論
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
丈
磐
暗
士
吉
岡
田
保
馬

ロ
ン
グ
ア

f
l
y
v
の
債
値
諭
と
分
配
論
師
団
事
博
士
堀
経
夫

政
治
算
術
附
地
方
算
法
に
就
詰
て
ゆ
決
耕
一
博
士
財
部
静
治

所
時
に
閣
す
る
銃
殺
-

-

F
刷

ω

・
・
・
・
噌
轡
注
工
耳
む
沙
児
一
二
郎

研

究

中
央
銀
行
の
燭
立
性
に
就
い
て
・
・
・
・
・
経
済
間
中
土
松
岡

カ
ル
テ
ル
法
へ
の
要
望
・
・
.
，

.

.

.
 謹
一
空
中
土
磯
部

読

-ge 

職
業
三
営
利
・

灯
ば
.
一
ド
ミ
い
経
済
枇
曾
の
本
質
に
就
て
・

-
・
・
・
経
済
塵
土
岡
崎

M
2
2
+
士
竹
中

同t

鋒

新
著
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題

孝

児

童
同
一

靖丈

一規



ロ
V

グ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
償
値
論
と
分
配
論

第
三
十
五
争

四
九
人

第
四
獄

四
且司

ロ

ン
グ
フ
ィ
!
ル
ド
の
債
値
論
三
分
配
論

(
上
)

堀

手亙

夫

マ
ヲ
ン
ア
ィ
フ
ォ

1
ト
・
ロ
シ
グ
プ
ィ

1
Y
F
(
冨

2
ロミ
c
Z
H
h
}
ロ
ma一向弘、】∞
S

|
】
∞
∞
去
は
、
嘗
て
オ
ク
ス
ア
オ

ー
ド
大
串
の
粧
蹄
皐
講
座
据
任
散
授
(
巳
お
り
さ
ヨ
2
0
ロ弘司『
C
F
5
2

。『M
5
5
5』
同

2
5
2可
)
の
地
位
を
占
め
後

に
ダ
プ

F
Y
の
大
借
正
と
な
り
に
る

y
チ
ャ
ア
ド
・
ホ
Z

イ
ト

F
イ

(
E
n
E
E
g
.
E
E
Z
ド
ダ
プ
F
ン
大
串
に

創
め
て
設
け
た
極
構
事
敢
授
職
に
最
初
に
就
い
に
人
で
あ
る
。
彼
れ
の
主
な
る
著
書
は
衣
mw
如
く
で
あ
る
が
、
骨
卦

の
中
私
炉
本
稿
で
取
扱
は
う
と
す
る
の
は
最
初
の
『
経
梼
皐
講
義
』
(
一
八
三
四
年
)
で
あ
る
。

C
L
P
是
E

言
尽
き
・
色
町
E
s
q
-
E
z
t
E
M
3
5
e
E
K
民
訟
を
B

S
芝、句.、
e
h
・
9台
3
1
z
a
z
M
U
M
r
E
Z
P
曲

E

Z
ユ2
0『
耳
目
肖
一

s
t
。
『
月

R
E
可

E
Z
S
O
B
E
E
-
o
宮
内
同
唱
。
戸

M
E
S
H
E
S
E
-

hv食
、
同
町

nhR祖国

Eh
立
凡
、
E
、"
h
a
R
F
M
∞い山中・

u
d
ミ
U
K
S
E
S
h
v
ミ
S
E
W
S
K
E
n
s
b
E号
、
宮
、
.
ら
い
M-

h
r
h
b
h
ミ
K
S
E
E
-
(
B
E
E
F
E
E
Z
P
E
Z
E
O
。
同
向
。
ケ
号
問
。
与
野
E
ヨ
・
同
∞
可
。
・
)

... '" .. 、..， ~ 被
れ
の
串
設
に
つ
い
て
重
要
な
る
は
、
債
値
諭
と
分
配
論
と
で
あ
る
。
以
下
こ
れ
等
の
も
の
を
順
次
に
略
設
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
れ
の
畢
読
史
上
の
貢
献
を
明
か
に
す
る
で
あ
ら
う
。

勢
働
価
値
観

-・・.

ロ
ン
グ
フ
ィ

l
y
r
は
、
債
値
と
殻
用
と
の
意
義
を
遮
べ
た
る
後
に
、

こ
れ
等
雨
者
の
聞
係

を
論
じ
て
回
〈
、



『
何
等
か
の
致
用
を
有
た
な
い
な
ら
ば
、
或
る
物
が
債
憶
を
宥
ち
得
な
い
ζ

と
は
、
明
白
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
何
等
か
の
侠
乏
又
は
願
望
を

充
た
し
得
な
い
物
に
封
し
て
は
、
何
人
も
謝
債
を
奥
へ
若
し
〈
は
勢
働
を
投
じ
よ
う
と
は
し
な
い
で
あ
ら
う
か
ら
。
併
し
一
旦
或
る
殺
用
を
取
得

す
る
な
ら
ば
、
そ
の
物
の
債
値
は
該
致
用
の
程
度
に
依
存
す
る
の
で
は
な
〈
て
、
寧
ろ
他
の
諸
事
情
に
よ
っ
て
定
ま
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
と
白

事
情
の
研
究
乙
そ
は
、
経
済
畢
の
甚
だ
重
要
な
る
一
部
門
を
構
成
す
る
。
・
:
:
・
・
宮
の
素
材
は
線
て
有
用
で
あ
る
と
共
に
有
償
値
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
併
し
経
済
皐
原
論
が
主
と
し
て
関
奥
ナ
る
の
は
其
の
慣
値
で
あ
っ
て
、
其
の
殻
用
で
は
な
い
。
そ
れ
放
に
、
経
糟
撃
は
慣
値
の
皐
問
又

は
交
換
の
撃
問

(
F
o
m
n
E
2
。『
4

巳
5
9
2

同

F
O
R
-
2
2
。
司
自
の
『

m高
官
)
と
さ
へ
呼
ば
礼
申
吊
っ
た
。
」

こ
れ
は
ス
ミ
ス
や
ソ
カ
ア
ド
?
と
全
然
同
一
な
る
立
場
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
併
し
彼
は
、
『
経
掛
串
は
理
論
経

済
と
質
際
経
捕
と
の
二
部
門
に
品
川
た
れ
得
る
で
あ
ら
う
。
前
者
は
慣
値
を
取
扱
ひ
、
後
者
は
敷
周
を
取
扱
ふ
、
」
と

、Jh
印刷町

4
A
U

刊

岡

山

)

f

H

U

C

作
V

〉

m
M

明

U一
よ

=τ

主
l
I
e
J
U
v
i
h
d
ど
京
，
N

(
唱
庇
命
D
M
M
蜘
川
高
架
L
h
し
川
主
役
日

ev恒
事
作
官
僚

J

に
l

句
の
?
あ
る

3

2
2
J
E
(
I
f
-
-
l
f
)
1
J
t
 

ザ
川
市
民
中
」
情
、

『
債
値
と
致
用
と
の
閣
の
相
反
的
劃
照
(
自
己
門
町
内
巴
門
戸

-
n
o
E
g
m
Z
)
炉
設
か
れ
て
ゐ
る
が
、

そ
れ
は
概
ね
誤
っ
て
居

る
。
こ
の
講
義
を
進
め
る
に
従
っ
て
、
吾
々
は
恐
ら
〈
、
総
て
の
貫
際
的
目
的
の
た
め
に
は
、

最
上
の
尺
度
が
債
値
で
あ
る
こ
と
を
、
知
る
に
至
る
で
あ
ら

'V』
と
過
べ
て
、

強
用
全
測
定
す
る

ス
ミ
ス
な
ど
の
棋
動
静
補
つ
に
。

併
し
乍
ら
、
彼
が
其
の
『
経
済
皐
講
義
』
に
於
て
中
心
問
題
と
な
し
た
の
は
、
矢
張
り
、
慣
値
を
取
扱
ふ
所
謂
理

論
経
梼
の
部
円
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
、
他
方
の
所
謂
賞
際
経
済
の
部
門
に
先
ん
じ
て
研
究
さ
る
べ
き
も
の
、
郎
ち

こ
の
部
門
に
比
し
て
『
一
層
基
本
的
で
あ
り
、
且
つ
一
屠
大
な
る
確
定
性
を
有
す
る
』
が
故
に
、
こ
の
部
門
研
究
の

謁
め
の
根
本
の
方
針
を
授
け
る
と
い
ふ
重
要
な
る
役
目
を
果
す
も
の
、
と
看
倣
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
然
ら
ぱ
、
こ

の
理
論
経
済
皐
の
基
本
的
研
究
費
象
た
る
債
値

l
l『
債
値
は
一
物
が
他
の
諸
物
と
交
換
さ
れ
る
力
で
あ
ふ
』
。

l

ー
に
つ
い
て
、
彼
は
如
何
な
る
理
論
を
説
い
た
か
?

官

Y
グ
ア
イ

1
ル

V
白
一
慣
値
論
と
分
凱
論

第
三
十
五
血
管

第
四
強

四
五

四
九
九

先曹に潟ぺた申"，...fト Pイ大信正が、オグスフオー Y大串での講費(，.831)に、
於で、徳濁皐なる4!1縛の代りに実換串(Catallactics，0< the sCience ot exchanges) 
なる名橘i:用品、べしと主張したることは ¥h '有名な詩である。
Lecture.-onPolitical -Economy， p. 26. :1) Ibid. p. 27・
Cf. ibid. 6) Ibid. p. 26. 
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『
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
債
値
論
と
分
配
論

第
三
十
五
巻

第
四
蹴

岡
大

五
O
O

被
は
一
勢
働
が
債
値
の
最
止
の

l
l唯
一
の
で
は
な
い
が
|
|
尺
度
で
あ
る
理
由
を
述
べ
て
、
衣
の
如
く
い
っ
て

居
る
。
即
ち
、

『
一
層
研
究
を
進
め
る
と
、
勢
働
が
債
値
目
尺
度
と
し
て
特
に
過
賞
し
て
居
る
所
以
を
、
突
の
事
貨
の
中
に
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
そ
れ
は
、

製
造
ロ
聞
の
如
き
多
く
の
品
物
に
ヲ
い
で
観
る
に
、
粗
庄
原
料
品
の
債
値
以
上
に
出
づ
る
英
の
全
債
値
は
、
其
の
生
産
に
使
用
さ
れ
た
曲
労
働
に
由
来

し
そ
れ
に
上
ヲ
て
測
定
さ
れ
得
る
、
主
い
ふ
事
賞
、
及
び
粗
生
原
料
品
に
ヲ
い
て
き
て
英
の
或
る
部
分
は
、
そ
の
貨
物
白
或
る
他
白
部
分
|
|

其
白
一
俄
値
は
生
産
に
必
要
な
る
勢
働
の
分
量
に
由
来
す
る
か
或
は
そ
れ
に
よ
っ
で
測
定
さ
れ
得
る
|
!
と
、
常
に
債
値
を
等
し
う
ナ
る
、
主
い
ふ

事
買
を
間
十
J

。
全
然
労
働
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
る
そ
の
部
分
は
、
そ
れ
を
生
産
し
た
る
軸
労
働
の
分
量
に
よ
っ
て
、
其
の
領
値
を
測
定
せ
し
む
誌
に

と
が
由
来
、
そ
れ
白
鰻
は
残
品
臨
む
部
分
の
倶
値
目
尺
度
と
し
て
役
立
つ
の
で
あ
る
o

若
し
こ
れ
が
正
し
い
な
ら
ば
、
:
・

E

肺
労
働
は
債
値
の
最
上
の

凡
巴
ぼ
で
あ
"
の
ゆ
何
故
な
れ
ば
・

L
1

れ
に
つ
仰
で
出
日
々
が
慣
恨
配
知

b
ん
と
欲
十

J

る
帯
地
の
議
要
貨
物
忙
針
[
て
小

ι
m
mハ
肢
は
十
闘
技
に
満
月
刊
-
ホ

得
る
か
或
は
間
接
に
比
較
さ
れ
得
る
か

b
で
あ
釘
。
L

こ
れ
に
由
っ
て
観
れ
ば
、
彼
が
、
貨
物
の
債
値
の
尺
度
と
し
て
勢
働
が
最
上
の
も
の
で
あ
る
こ
左
の
理
由
正
し

て
、
大
多
敷
の
貨
物
|
|
或
は
少
く
と
も
同
種
貨
物
の
他
の
部
分
の
債
値
測
定
の
基
準
と
な
る
部
分
ー
ー
の
生
産

に
勢
働
が
投
下
せ
ら
れ
る
こ
と
を
泉
げ
た
る
は
、
明
か
で
あ
ら
う
。
劃
ち
被
に
あ
っ
て
は
、

9
カ
ア
ド
ヲ
な
ど
に

於
け
る
と
同
じ
く
、
勢
働
に
よ
る
債
値
決
定
論
と
債
値
尺
度
論
と
は
、
必
然
的
に
結
び
つ
い
て
ゐ
た
の
で
あ
3
0

次
に
彼
は
、
同
種
貨
物
の
各
部
分
の
生
産
に
必
要
な
る
峠
労
働
の
分
量
が
そ
れ
引
ぞ
れ
異
る
場
合
に
、

ぞ
の
貨
物
全

瞳
の
債
値
の
決
定
標
準
と
弓
る
の
は
如
何
な
る
部
分
で
あ
る
か
、

に
つ
い
て
論
じ
て
日
く
、

『
任
意
の
貨
物
医
っ
き
、
英
の
慎
値
が
か
〈
の
如
く
に
し
て
(
投
下
拙
労
働
に
よ
ヲ
て
)
測
定
さ
れ
る
と
と
を
許
容
す
る
そ
白
部
分
は
、
町
払
が
最
も
不

利
な
る
事
情
と
呼
ぶ
所
の
事
情
、
卸
ち
そ
の
貨
物
の
或
る
一
定
量
を
生
産
す
る
た
め
に
勢
働
の
最
大
支
出
を
必
要
と
す
る
が
知
曹
事
情
白
下
に
於

て
生
産
せ
ら
れ
た
そ
白
部
分
で
あ
る
o

殆
E
総
で
の
貨
物
回
生
産
債
格
或
は
自
然
債
値

(
Z
E
官
三
宮
町
富
吉
2
2
E
Z
E
-
吉
宮
内
]
は
、
己
の
宇

Ibid. pp. 3'-32. 7) 



う
V己

し
て

測
定
さ

tt-
る
こ

と
2抗

出
来
る

bS) 

印
ち
彼
は
、
所
調
最
大
(
又
は
限
界
ゾ
生
産
費
設
|
或
は
一
層
正
確
に
い
へ
ば
、
最
大
(
又
は
限
界
)
投
下
勢
働

債
値
設
|
|
ー
を
主
張
し
に
の
で
あ
る
ν

勿
論
、
彼
は
、
『
稀
少
性
よ
り
其
の
会
債
値
令
取
得
し
、
業
の
生
産
に
従
事

す
る
勢
働
よ
り
之
佐
取
得
せ
ぎ
る
、
或
る
特
殊
の
貨
物
、
或
は
一
層
適
切
に
い
へ
ば
、
そ
れ
を
生
産
す
る
に
一
定

量
の
勢
働
の
支
出
を
必
要
と
す
る
と
・
い
ふ
こ
と
以
外
の
原
因
の
た
め
に
、
供
給
が
制
限
さ
れ
て
居
る
貨
物
』
は
、
こ

の
原
則
の
趨
用
を
受
け
な
い
色
の
と
な
し
に
。
而
し
て
こ
の
種
の
貨
物
の
慣
値
は
斗
業
の
稀
少
性
及
び
購
買
者
聞

の
競
争
の
程
度
に
膳
じ
て
、
如
何
な
る
.
潤
摘
に
ま
で
も
勝
貴
又
は
下
落
し
得
る
が
己
併
し
「
艦
持
率
は
こ
れ
等
の

貨
物
と
殆
ど
安
捗
を
有
わ
し
な
レ
mw
吃
冷
る
」

ー
ー

需
要
供
給
韓

ロ
ン
グ
プ
ィ

1
Y
ド
は
以
上
の
意
味
に
於
け
Z
債
値
を
「
自
然
債
値
』
又
は
「
生
産
債
格
』
と

呼
び
、
こ
れ
等
に
劃
し
て
『
交
換
債
値
』
又
は
『
市
場
債
格
』
な
る
概
念
を
立
て
た
。
而
し
て
爾
者
の
関
係
を
遁
べ
て
、

自
然
債
値
は
自
然
が
人
間
に
貨
物
伝
供
給
す
る
ぞ
の
債
格
で
あ
る
。
ぞ
れ
は
製
造
業
者
が
貨
物
を
生
産
す
る
に
常

っ
て
目
標
と
す
る
債
格
で
あ
り
、
交
換
債
値
又
は
市
場
債
格
は
絶
え
や
そ
れ
に
一
致
せ
ん
と
す
る
傾
向
を
有
っ
て

居
る
、
』
と
い
っ
た
。

そ
こ
で
問
題
は
、
こ
の
交
換
慣
侃
又
は
市
場
債
格
は
如
何
に
し
て
決
定
さ
れ
る
か
、
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る
が
、

ロ
ン
グ
ア
ィ

l
p
ド
は
こ
れ
を
説
明
す
る
に
先
立
っ
て
、
債
値
と
い
ふ
名
耕
は
こ
の
交
換
債
値
又
は
市

場
債
格
に
附
せ
ら
れ
る
方
が
、
自
然
債
値
又
は
生
産
債
格
に
附
せ
ら
れ
る
よ
り
も
、

一
層
適
切
で
あ
る
、
と
な
し

ロ

y
グ
フ
イ

1
ル

γ
の
債
値
論
と
分
現
論

第
四
披

第
三
十
五
巻

五
O 

四
刊二
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四
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四
輔
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五
O 

む
。
故
に
彼
に
あ
っ
て
は
、
交
換
債
値
又
は
市
場
債
格
の
決
定
論
|
|
そ
れ
は
需
要
供
給
設
で
あ
る
ー
ー
も
亦
、

債
値
決
定
論
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ロ
シ
グ
フ
ィ

l
y
ド
の
交
換
債
値
又
は
市
場
債
格
決
定
論
は
、
今
述
べ
た
如
〈
需
要
供
給
設
で
あ
る
。
故
に
そ

れ
は
、
結
局
、
『
交
換
債
値
は
供
給
と
有
致
需
要
と
の
聞
に
平
衡
を
費
ら
す
で
あ
ら
う
所
の
そ
の
債
格
で
あ
る
、
』
と

い
ふ
命
題
に
踊
著
す
る
。
併
し
乍
ら
彼
は
‘

こ
の
命
題
中
に
合
ま
れ
て
居
る
供
給
と
需
要
と
を
ぞ
れ
ぞ
れ
左
右
す

る
事
情
を
賞
質
的
に
説
明
し
た
る
貼
に
、
著
し
き
特
徴
を
示
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
犯
が
彼
れ
の
需
要
供
給
設
を
特
に

僻
説
廿
L
H
1
4
J
リ
お
所
以
で
め
る
り

彼
は
先
づ
殻
用
遁
滅
の
事
情
を
説
い
て
、
交
換
の
費
生
全
論
4
1

る
と
共
に
、
又
需
要
と
供
給
と
に
言
及
し
た
。

臼
〈
、『

債
値
を
左
右
ナ
る
事
情
の
穿
撃
に
成
功
せ
ん
と
ナ
れ
は
、
吾
#
は
交
換
を
慈
曹
起
す
も
の
は
何
で
あ
る
か
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
む
℃
或

る
貨
物
が
如
何
ほ
ど
有
用
で
あ

p
、
又
は
人
間
む
生
脊
に
と
づ
て
如
何
ほ
ど
必
要
で
あ
b
う
と
も
、
或
る
個
人
が
そ
れ
を
消
費
し
得
る
分
量
に
は

限
度
が
あ
る
。
而
し
て
盤
化
の
愛
好
又
は
必
要
は
、
彼
を
し
て
彼
が
一
定
の
分
前
以
上
に
所
有
ナ
る
総
て
白
物
を
手
臨
書
し
め
る
で
あ
ら
う
。
者

、、

し
も
と
れ
を
手
離
ナ
こ
と
に
よ
ヲ
で
彼
が
自
分
の
享
築
に
よ

P
多
〈
資
ナ
る
何
物
か
を
取
得
し
得
る
な
ら
ば
。
而
し
て
自
然
の
巧
妙
な
る
即
刻
に

よ
ヲ
て
、
或
る
貨
物
が
人
間
白
生
存
又
は
幸
掘
に
と
っ
て
不
可
倹
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
墨
田
身
の
英
の
消
費
を
拘
束
ナ
る
限
度
は
一
層
厳
格
で
あ

り
叉
絹
致
的
で
あ
る
。
:
・
:
・
・
・
か
〈
て
人
聞
の
性
質
主
理
性
と
は
彼
を
駆
っ
て
突
換
に
導
〈
己
と
・
ふ
た

p
、
彼
は
自
分
で
檎
貧
し
切
れ
な
い
剰
晶
闘

を
彼
れ
の
草
幾
に
資
ナ
ペ
き
或
る
物
を
そ
れ
と
引
換
へ
に
彼
陀
奥
へ
る
己
と
の
由
来
る
人
へ
、
譲
渡
す
る
で
あ
ら
う
。

:fi--
か

で
h
J

に
し
で
、

交
換
に
嘗
ヲ
て
は
、
ニ
人
の
人
と
少
く
と
も
ニ
ヲ
の
物
が
関
係
し
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
而
し
で
或
る
人
が
所
有
し
之
を
消
費
L
K
ラ
正
し

な
い
所
の
、
或
る
貨
物
の
そ
由
部
分
を
、
供
給
と
呼
ぴ
、
そ
れ
と
引
換
へ
に
何
物
品
を
奥
へ
ん
と
ナ
る
他
白
人
目
意
向
を
需
要
と
呼
ぷ
ζ

と
が
由

来
中
う
。
』

Ibid. p. 36. 
Ibid. p. 37・
Ibid. pp・44.45・
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jtJ吟
1

こ
の
章
句
は
、
設
用
逓
減
の
事
買
が
交
換
を
惹
き
起
し
、
蕊
に
供
給
と
需
要
と
が
立
ち
現
は
れ
る
こ
と
を
説
い

た
色
の
で
あ
っ
て
、
未
だ
特
に
致
用
|
|
限
界
致
用

l
lと
需
要
債
格
と
の
関
係
を
明
か
に
し
た
も
の
で
は
な
い
。

併
し
乍
ら
後
に
彼
が
、

『
債
値
に
閲
し
て
程
が
論
じ
た
の
は
、
各
貨
物
の
債
値
は
需
要
と
供
給
と
に
倹
容
す
る
こ
と
、
及
び
或
る
貨
物
白
生
産
費
並
び
に
致
用
は
間
接
陀

其
の
債
格
に
影
響
を
及
ぼ
ナ
と
と
で
あ
っ
た
。
生
産
費
は
供
給
の
側
に
勝
響
を
及
ぼ
ナ
。
蓋
し
人
々
は
、
貨
物
の
生
産
費
以
上
の
債
格
で
と
れ
を

費
却
ナ
る
と
い
ふ
合
理
的
期
待
を
以
て
Y

な
け
れ
ば
、
貨
物
を
生
産
し
な
い
で
あ
ら
う
か
ら
。
叉
効
用
は
、
数
字
的
に
容
易
〈
計
算
は
尚
来
な
い

け
れ
ど
も
、
債
絡
に
戎
る
結
果
を
興
へ
る
。
蓋
し
需
要
が
由
コ
て
来
る
の
は
、
令
一
〈
、
康
義
陀
一
於
け
る
貨
物
の
数
用
だ
か
ら
で
あ
か
、
』

，
と
い
ヘ
ヲ
心
を
観
れ
ば
、
貨
物
の
殺
用
が
需
要
を
過
し
て
交
換
偵
低
又
は
市
場
債
格
に
影
響
す
る
こ
L
L
舎
、
彼
が
棋

併
と
認
め
ゐ
大
る
こ
正
は
、
明
か
で
あ
ら
う
。

そ
こ
で
吾
々
は
、
供
給
を
左
右
す
る
事
情
と
需
要
を
左
右
す
る
事
情
と
に
つ
い
て
、
彼
が
そ
れ
ぞ
れ
如
何
な
る

、
.
、
.
、
.
、
.

貫
質
的
説
明
を
加
へ
た
か
、
を
甑
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
最
初
は
供
給
の
側
を
左
右
す
る
事
情
で
あ
る
が
、
彼
は
、

こ
れ
こ
ぞ
は
先
き
に
趨
ぺ
だ
白
然
債
値
又
は
生
産
債
格

l
l印
ち
限
界
的
投
下
勢
働
量
ー
ー
そ
の
も
の
に
外
な
ら

な
い
、
と
な
す
の
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
こ
'
と
を
「
経
済
皐
講
義
』
四
七
頁
以
下
に
於
て
論
遁
し
て
居
る
。
併
し
今
は

其
の
引
用
を
省
き
、
た
ヲ
彼
が
、
『
製
造
財
貨
に
つ
い
て
は
)
』
『
組
生
原
料
品
及
び
特
に
食
物
』
に
つ
い
て
よ
り
も
、

「
交
換
債
値
又
は
市
場
債
格
が
自
然
債
値
に
一
致
せ
ん
と
す
る
傾
向
が
一
層
強
い
』
こ
と
を
、
供
給
の
弾
力
性
の
大

小
に
よ
っ
て
説
明
し
て
居
る
こ
と
を
指
摘
す
る
に
止
め
度
い
。

究
は
需
要
の
側
を
左
右
す
る
事
情
で
あ
る
。
前
述
の
如
〈
、

ロ
ン
グ
ヌ
ィ

l
y
y
は
需
要
を
惹
き
起
す
根
本
的

ロ
Y

グ
フ
ィ
ー
ル
ド
回
一
倶
値
論
と
分
国
論

第
三
十
五
血
管

五
O 

第
四
時
制

四
九

Ibid. p. IIO. 

Ibid. pp・49"57・
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ぷ :t:

原
因
と
し
て
数
用
遁
械
の
現
象
を
説
明
し
た
。
併
し
此
昆
で
は
、
か
ー
〈
の
如
く
に
し
て
後
生
し
た
る
需
要
の
烈
度

(一
=
R
E
-
q
o『

品
目
【
H

岡
山
口
仏
)
と
市
場
債
格
と
の
現
質
的
闘
係
が
、
論
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
黙
に
つ
い

て
彼
が
適
用
し
に
の
は
、
所
謂
恥
炉
需

p
m臨
千
卦
で
あ
る
。
惟
ふ
に
、
限
界
殻
用
の
法
則
と
限
界
需
要
の
法
則
と

は
、
本
質
上
同
一
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
併
し
彼
は
致
用
遁
棋
の
思
想
を
限
界
殻
用
の
思
想
に
ま
で
十
分
に

後
展
せ
し
め
得
な
か
っ
た
か
ら
、
従
っ
て
彼
に
よ
っ
て
設
か
れ
た
限
界
需
要
領
格
の
皐
説
は
、
必
や
し
も
彼
れ
の

殻
用
遁
械
の
思
想
と
密
接
な
る
閥
係
診
も
に
な
い
の
で
あ
る
。
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J時

に
す
る
に
膳
じ
て
需
要
の
烈
度
が
異
る
こ
と
、

及
び
市
場
債
格
を
左
右
す
る
の
は
烈
度
の
最
も
小
な
る
需
要
の
提

出
者
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
日
〈
、

『
食
料
品
及
び
必
要
町
程
度
を
そ
れ
ぞ
れ
異
に
す
る
他
の
品
物
に
封
ナ
る
需
要
の
烈
度
は
、
人
を
異
に
す
る
に
従
ひ
、
彼
等
が
都
令
よ
〈
提
供
し

得
る
他
の
品
物
の
異
る
に
臆
じ
て
、
一
様
で
は
な
い
。
而
も
彼
等
は
線
て
悶
一
率
で
即
ち
市
場
償
格
で
購
買
を
行
ふ
で
あ
ら
う
。
問
し
て
こ
の
寧

は
有
数
需
要
と
供
給
と
の
聞
に
平
衡
を
鷲
b
ず
で
あ

b
う
所
白
額
に
上
ヲ
で
決
定
さ
れ
る
白
で
あ
る
。
で
、
今
若
し
債
格
が
ζ

の
額
以
上
に
一
度

(30
含
間
話
伶
)
だ
け
高
め
ら
れ
宇
う
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
醐
型
化
に
よ
ヲ
で
購
買
者
た
る
と
と
を
中
止
す
る
需
要
者
は
、
正
に
以
前
の
債
格
に
ょ

う
て
測
定
さ
れ
た
る
そ
の
烈
度
の
需
要
を
有
て
る
者
に
達
ひ
な
い
。
と
の
国
型
化
が
な
さ
れ
る
以
前
に
は
、
こ
れ
よ

p
も
烈
度
の
よ
り
小
な
る
需
要

は
購
買
場
裡
に
は
現
は
れ
な
か
っ
た
。
而
し
て
己
の
密
化
が
な
さ
れ
た
以
後
に
も
、
と
れ
よ
り
も
よ
り
大
な
る
烈
度
の
需
要
は
倫
ほ
購
買
場
裡
に

現
は
れ
る
で
あ

b
ぅ
。
か
く
で
市
場
償
秘
は
、
烈
度
に
於
て
最
も
小
で
は
あ
る
が
而
も
賓
際
の
購
買
場
裡
に
現
は
れ
る
所
の
そ
の
需
要
に
よ
ワ
て
、

測
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
若
し
も
現
在
の
供
給
が
、
一
定
白
烈
度
に
等
し
い
か
或
は
そ
れ
を
遜
ゆ
る
所
白
、
総
て
畑
需
要
を
充
た
し
で
、
な
ほ
絵

り
が
あ
る
ほ
ど
豊
富
で
あ
る
な
ら
ば
、
債
格
は
下
落
し
て
烈
度
の
よ
り
小
な
る
需
要
に
適
合
す
る
に
至
る
で
あ

b
ぅ
。
』

衣
に
彼
は
、
同
一
人
の
有
す
る
需
要
も
業
の
烈
度
を
異
に
す
る
こ
と
、
及
び
市
場
債
格
を
左
右
す
る
の
は
其
の

Ibid. p. 113・17) 



最
小
の
烈
度
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
日
く
、

『
需
要
の
烈
度
は
、
庭
を
異
に
し
人
を
異
に
ナ
る
に
熔
じ
で
輔
理
化
ナ
る
ば
か
り
で
は
な
い
。
多
〈
の
場
令
に
、
同
一
人
も
烈
度
を
異
に
ナ
る
毅
個

白
需
要
を
宥
っ
て
居
る
と
言
ひ
得
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
其
白
一
甚
だ
頼
著
な
る
例
は
、
食
料
品
が
稀
A
V
又
は
賢
官
の
た
め
に
債
格
の
園
理
化
を
蒙
る
場

合
で
あ
る
。
食
料
品
の
債
格
が
騰
貴
す
れ
ば
、
消
費
の
減
少
が
起
る
。
併
し
こ
の
消
費
減
少
は
、
遁
首
、
或
る
人
身
は
食
物
の
消
費
を
全
然
中
止

し
、
残
り
の
人
身
の
み
が
慣
習
上
自
分
量
を
消
費
す
る
、
ル
」
い
ふ
方
法
で
行
は
れ
る
の
で
は
な
い
。
之
に
反
し
て
、
緯
て
白
人
が
引
績
寄
食
物
を

消
費
す
る

l
1一
台
、
消
費
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
左
も
な
〈
ば
宛
ん
で
仕
舞
ふ
|
|
。
た
ピ
、
食
物
の
債
格
白
騰
落
に
は
我
闘
せ
ず
湾
白
富
め

る
人
身
を
除
春
、
他
の
人
-q
は
平
常
遁
り
之
を
消
費
し
な
い
だ
け
の
己
主
で
あ
る
。
閣
内
に
於
け
る
会
供
給
が
減
タ
ナ
る
毎
に
、
多
扱
個
人
の
消
費

に
う
い
て
そ
れ
だ
け
の
減
少
が
起
ら
な
け
れ
ば
右
ら
な
い
。
而
し
て
各
個
人
白
消
費
に
於
け
る
と
目
減
φ
の
直
接
原
因
は
、
稀
少
の
結
奥
た
る
債

格
四
股
貧
で
あ
る
。
さ
亡
或
る
人
が
償
格
騰
貴
の
結
果
と
し
て
消
費
配
中
止
す
る
そ
の
部
分
、
即
ち
若
し
債
格
が
下
落
ナ
れ
ば
彼
が
情
賢
ナ
る
で

あ
b
う
そ
の
附
加
部
分
町
ー
!
と
れ
沈
滞
ナ
る
慣
れ
の
需
要
の
烈
皮
は
品

t
r購
鼠
在
中
止
甘
し
め
と
川
崎
倒
格
上
り
も
」
附
的
〈
h
u

け
れ

ば
な
ら
ず
、
而
し
て
そ
れ
は
彼
を
し
で
こ
白
部
分
を
消
費
せ
し
め
る
で
あ
ら
う
所
?
ぞ
の
低
き
債
格
に
、
正
忙
し
相
等
し
か
る
べ
奇
筈
で
あ
る
。
他

方
に
於
で
、
高
音
債
格
に
も
拘
ら
ず
彼
が
引
績
き
消
費
す
る
そ
の
部
分
に
笥
ナ
る
彼
れ
の
需
要
の
烈
度
は
、
・
タ
〈
と
も
、
彼
を
し
て
購
買
を
中
止

せ
し
め
な
か
ヲ
た
高
き
債
格
に
、
棺
等
し
か
っ
た
に
遠
ひ
な
い
。
こ
れ
以
上
に
稀
少
度
が
順
次
に
高
ま
り
従
っ
て
債
格
が
順
次
竺
高
ま
る
場
合
を

、
、
、

.. 
‘
.
、
、
、
‘
.
.
 、、

想
像
し
て
、
右
の
如
き
考
へ
方
を
進
め
て
行
く
な
ら
ば
、
-
突
の
中
う
な
結
論
に
到
達
ナ
る
で
あ
ら
う
。
即
ち
、
各
人
は
、
謂
は
ピ
自
分
自
身
の
内

、
‘
.
、

.. 
‘
 
.
.
.
.
 ‘
、
、
、
、
，
‘
.
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
.
‘
.
.
 、
‘
.
‘
.
、
、
‘
.
、

.. 
、
.
.
 ‘.‘ 
.
.
 ‘.、‘.‘
.
.
 、
、
.
‘
.
‘
.
、
、
‘
.

に
、
順
失
に
増
大
す
る
烈
度
を
有
す
る
一
一
列
の
需
要
車
位
を
包
蔵
し
て
居
晶
が
、
任
意
の
時
に
購
買
場
裡
に
現
は
れ
る
そ
の
最
低
烈
皮
の
需
.
要
早

、
.
‘
.
、
、

.

.

.
 、
、
、
、
、
‘
.
.
 
司
、
.
、
.
.
 、
.
.
 、
、
、
、

.. 
、
、
‘
.
・
3

、
.. 
‘
 
.
.
.
 、
.
、
、
、
‘
.
‘
.
、

位
と
そ
は
、
富
者
に
と
っ
て
も
貧
者
に
と
っ
て
も
正
確
に
同
一
で
あ

p
、
且
っ
こ
れ
が
市
場
債
格
を
左
右
す
る
所
の
も
白
で
あ
る
。
.
・
・
・
程
は

食
料
品
の
例
を
惇
ん
だ
が
、
そ
れ
は
こ
れ
が
最
も
明
瞭
で
分
り
易
い
側
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
叉
こ
れ
が
其
の
説
明
に
か
ふ
る
原
則
自
責
例
を
最

も
頻
繁
に
示
ナ
も
白
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
併
し
同
様
の
観
察
は
、
と
れ
ほ
ど
著
明
に
で
は
な
い
に
し
で
も
、
或
る
品
物
の
供
給
減
少
が
其
の
使

用
を
全
然
放
棄
せ
し
む
る
こ
と
な
〈
、
た

r
或
る
個
人
の
消
費
に
減
少
を
惹
き
超
ナ
が
知
き
場
合
に
は
、
常
に
等
し
〈
安
営
ず
か
。
』

¥1ヘY

以
上
に
よ
っ
て
、

吾
々
は
、

ロ

ン
グ
プ
ィ

1
Y
ず
が
貨
物
の
供
給
の
側
を
左
右
す
る
事
情
の
論
過
に
営
つ
て
は

ロ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
債
値
論
と
分
間
論

第
三
十
五
巻

第
四
披

五

O
五

主Z

pp-II3-II 5-圏l砧新附Ibid r8) 



ロ
ン
グ
フ
イ

l
ル

γ
の
債
値
請
と
分
間
論

第
四
披

第
三
十
五
巻

五

O
六

主五

υ . 
V ヂ

限
界
生
産
費
詑
を
、
又
需
要
の
側
を
左
右
す
る
事
情
の
論
過
に
嘗
つ
て
は
限
界
需
要
設
を
、
主
張
し
た
る
こ
と
を

知
り
得
る
の
で
め
る
。
惟
ふ
に
、
限
界
て
ふ
概
念
を
斯
く
も
贋
く
採
用
し
た
る
は
、
彼
を
以
て
晴
夫
と
す
ぺ
く
、

彼
れ
の
拳
史
上
の
功
績
は
之
を
淀
却
し
得
な
い
。
而
も
彼
れ
の
限
界
概
念
は
、
女
に
通
ぶ
る
利
潤
論
に
も
通
用
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

分

配

論

一

般

其

の

『

粧

樺

皐

講

義

』

の

序

論

に

於

て

、

『

世

舎

の

異

れ

る

階

級

へ

の
富
の
分
配
は
、
従
来
憐
り
注
目
伝
惹
か
な
か
っ
に
ゃ
う
で
め
る
が
、
併
し
こ
れ
は
粧
持
率
に
於
げ
る
最
色
重
要

な
る
主
題
で
あ
る
、
』
と
い
ひ
、
ス
ミ
ス
や
ヲ
ェ
ス
ト
の
分
配
理
論
を
要
約
し
て
大
鯉
次
の
如
く
遮
べ
て
居
る
。
即
ち
、

て
ス
ミ
ス
白
分
配
論
は
甚
だ
酸
味
で
あ
る
。
併
し
彼
は
、
『
踊
労
働
者
は
、
英
の
白
然
的
又
は
慣
習
的
必
要
岡
田
の
如
何
に
臆
じ
て
、
そ
の
園
の
状
態

が
繁
柴
に
向
ひ
ヲ
ム
あ
る
か
衰
微
に
向
ひ
っ
ム
あ
る
か
に
従
ひ
、
或
は
塑
か
に
或
は
貧
し
く
生
活
ナ
る
、
』
と
い
ふ
こ
と
か

b
、
官
自
分
間
を
分
解

し
始
鈴
、
-
次
い
で
、
『
塾
、
遁
占
製
造
業
に
於
て
、
勢
働
者
に
己
の
支
持
を
奥
へ
た
後
に
建
留
ナ
る
も
の
が
、
利
潤
と
し
で
雇
主
の
手
に
は
い
る
、
』
と

論
じ
、
而
し
て
最
後
に
、
『
農
業
は
こ
れ
よ
目
も
よ

P
大
な
る
生
産
物
を
産
出
す
る
、
而
し
て
努
働
者
へ
由
通
常
勢
賃
及
び
農
業
者
へ
の
通
常
利
潤

を
差
引
い
た
後
に
残
留
ナ
る
も
白
が
、
自
然
的
に
地
代
と
し
て
地
主
に
よ
ヲ
て
要
求
さ
れ
受
領
さ
れ
る
、
』
と
な
し
た
。
故
に
子
、
、
λ

の
分
鹿
の
考

察
順
序
は
、
『
第
一
労
賃
、
第
三
利
潤
、
第
三
地
伐
』
で
あ
る
。

二
、
次
に
ウ
且
ス
ト
は
、
地
伐
に
関
ナ
る
正
し
い
理
論
の
最
初
の
脇
田
見
者
と
し
て
有
名
で
あ
る
が
、
『
彼
は
地
伐
理
論
の
基
礎
D
ょ
に
利
潤
理
論
を

樹
立
し
た
。
』
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
『
耕
作
さ
れ
て
居
る
最
劣
等
地
の
生
産
カ
が
利
潤
率
を
左
右
ナ
る
。
即
ち
、
か
ふ
る
土
地
の
生
産
物
は
、
そ
の
厨
の
普

通
の
農
業
努
働
者
並
み
に
被
れ
の
一
努
働
者
を
支
持
し
た
る
後
に
、
農
業
者
に
腸
属
す
る
、
』
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
故
に
ウ
エ
ス
ト
の
分
酷
白
考
察
順

序
は
『
第
一
一
地
伐
、
第
二
勢
質
、
第
三
刺
潤
』
で
あ
し
U
o

而
し
て
営
時
英
闘
に
於
て
は
第
二
の
ク
エ
ス
ト
の
準
設
が
支
配
的
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
官

町

一

ロ
ン
グ
ア
ィ

l
y
y
は、

ン
グ
フ
ィ

l
y
r
は、

「
自
分
は
こ
れ
に
承
服
し
得
な
い
こ
左
を
品
目
見
し
た
、
』
と
な
し
、
『
利
潤
の
問
題
に
一
層
正
営
な
る
解
揮
を
典
へ
、
能

Ibid. Prelace， pp. v-vi 
Cf. ibid. p. vi. 
Cf. ibid. pp. vi-vii 
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っ
て
所
得
の
源
の
正
し
き
分
析
が
な
さ
れ
得
る
唯
一
の
順
序
は
、
第
一
地
代
、
第
二
利
潤
、
第
三
一
持
質
な
る
こ
と

を
示
す
』
の
が
、
彼
れ
の
「
講
義
』
の
大
眼
目
で
あ
る
、
と
遁
べ
た
。

以
上
は
分
配
問
題
に
劃
す
る
ロ
ン
グ
フ
ィ

l
y
y
の
根
本
的
態
度
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ス
ミ
ス
や
ク
エ
ス
ト

!
l

或
は
寧
ろ
ス
ミ
ス
や
リ
カ
ア

V
7
1
1の
態
度
に
比
し
て
明
瞭
な
る
劃
照
を
な
す
が
故
に
、
吾
々
の
大
な
る
興
味

を
惹
か
や
に
は
お
か
な
い
で
あ
ら
う
。
郎
ち
彼
は
‘
(
こ
地
代

ee以
て
債
伍
!
|
剖
ち
限
界
生
産
費
|
iの
外
に

出
づ
る
も
の
と
看
倣
し
に
る
賠
に
於
て
、

λ子、、

値
の
円
分
対
配
を
考
へ
る
に
嘗
つ
て
先
づ
控
除
さ
る
ぺ
き
.
色
色
の
は
崎
勢
宵
賃
で
は
な
〈
て
利
潤
で
あ
る
と
主
張
し
穴
る
酔
粘
制
に

時
℃
叩
ウ

J

払
バ
ト
や
リ
カ
ア
ド
?
と
川
鴨
川
る
の

JYJ?日
。
以
下
順
次
一
i
j

彼
れ
の
加
代
論
、
刑
判
耐

u
Aぴ
持
管
輸

の
特
徴
を
略
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
等
の
勤
を
明
か
に
す
る
で
あ
ら
う
。

四
地
代
誼
ロ
ン
グ
ア
ィ

l
y
p
は
、
地
代
成
立
の
根
本
的
原
因
と
し
て
は
、
『
土
地
の
供
給
が
限
ら
れ
て

居
る
こ
と
』
を
奉
げ
る
を
以
て
足
る
と
な
し
、
而
し
て
地
代
の
大
さ
を
論
じ
て
、
『
第
一
に
、
土
地
の
地
代
は
葉
の

肥
沃
度
と
位
置
、
及
び
農
産
物
の
債
格
に
依
存
す
る
。
第
二
に
、
農
産
物
の
生
産
費
或
は
自
然
債
佑
(
原
文
に
は

自
然
債
格
と
な
っ
て
居
る
|
|
堀
瀧
)
は
、
最
大
量
の
崎
労
働
を
円
以
て
栽
培
さ
れ
る
そ
の
部
分
営
生
産
す
る
費
用
に

依
存
し
そ
れ
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
ん
、
』
と
言
っ
た
。
彼
は
こ
れ
等
の
命
題
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明
を
加
へ
て
居
も

が
、
要
す
る
に
、
彼
が
地
代
原
因
論
と
し
て
は
濁
占
債
格
設
を
、
叉
地
代
増
進
論
と
し
て
は
牧
穫
遁
械
の
法
則
(
註
)

及
び
限
界
生
産
費
の
理
論
に
支
持
せ
ら
れ
た
る
差
盆
地
代
設
を
、
抱
懐
し
て
ゐ
た
こ
と
は
、
明
白
で
あ
る
。

〈
註
)
ロ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
が
取
穫
滋
減
の
法
則
を
健
認
し
た
る
こ
と
は
、
夙
に
キ
ャ
ナ
ン
の
指
摘
せ
る
所
で
あ
る
か

b
、
此
庭
に
は
と
れ
を
再
説

ロ
Y
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
債
値
論
と
分
周
論

第
三
十
五
傘

第
四
競

五

O
七

五

Cf. ibid. p. vii. 
Cf. ibid. pp. 135・136
Ibid. p. 136. 
Cf. ibid. Lecture Vii. 
Cannan， Theories of Production and Disl:r.:bl.ltion， pp. 173..174・

22) 

23) 
24) 
25) 
26) 
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ん

い
V

『
地
代
は
土
地
生
産
物
の
高
き
債
格
に
基
因
す
る
か
、
或
は
生
産
物
の
高
き
債
格
は
地
代
に
よ

っ
て
惹
き
起
さ
れ
る
か
、
或
は
一
雨
者
互
に
作
用
し
影
響
し
合
ふ
か
p
』
と
の
聞
の
中
、
第
一
問
に
罰
し
て
の
み
肯

定
的
答
へ
を
奥
へ
、
『
確
か
に
地
代
は
、
少
く
と
も
債
格
に
影
響
す
る
と
い
ふ
意
味
に
於
て
は
、
生
産
費
の
如
何

な
る
部
分
を
も
構
成
し
な
い
、
』
と
い
ひ
た
る
は
、
蓋
し
嘗
然
で
あ
ら
う
。

故
に
、
彼
が
、

li. 

刷
潤
論

か
く
て
問
題
は
利
潤
と
生
産
費
(
或
は
自
然
慣
佐
)
と
の
開
係
如
何
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
か
、

被
は
憤
伯
の
中
か
ら
勢
賓
と
刑
澗

t
一
か
支
掛
川
れ
な
付
れ
ば
な
ら
な
レ
こ
L
L
K
誠
ベ
れ
枇
U
H

『
蕊
に
利
潤
と
い
ふ
新
要
素
が
生
産
費
白
中
に
導
春
入
れ
ら
れ
る
の
を
見
る
、
そ
れ
放
に
生
産
費
は
持
働
と
利
潤
と
よ

P
成
る
、
と
言
は
れ
る
か

も
知
れ
な
い
。
併
し
此
後
吾
々
が
進
ん
で
抽
労
働
と
利
潤
と
の
各
異
れ
る
種
類
を
考
察
し
比
較
す
る
に
及
ん
で
、
吾
ι
R

は
、
「
生
食
費
は
勢
働
よ
り
成

る
」
主
い
ふ
命
題
と
、
生
産
費
は
勢
働
及
び
利
潤
よ
り
成
る
と
い
ふ
命
題
と
は
、
共
に
相
等
し
い
こ
と
、
或
は
同
じ
意
味
に
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
己
と
を
、
費
見
ナ
る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
恐
ら
〈
、
生
産
費
を
帥
労
働
の
み
忙
還
元
さ
る
べ
壱
も
の
と
考
へ
、
而
し
で
羽
潤
を
以
て
、
勢

働
者
が
其
の
生
産
に
貢
献
し
た
る
品
物
が
賓
れ
る
ま
で
彼
れ
の
給
料
を
得
ら
れ
な
い
も
の
と
す
れ
い
位
、
そ
の
揚
令
に
彼
が
要
求
ナ
る
で
あ
ら
う
所

白
、
そ
の
増
加
さ
れ
た
勢
賃
に
、
相
等
し
壱
も
の
と
考
へ
る
こ
と
は
、
時
に
一
一
暦
便
利
で
あ
ら
う
、
』

と
い
っ
て
居
る
。

こ

ω章
句
で
は
、
債
値
の
買
睦
と
し
て
の
勢
働
と
、
勢
働
力
の
債
値
と
し
て
の
勢
賃
と
が
、
概

念
的
に
混
同
さ
れ
て
居
る
か
ら
、
其
の
解
稗
は
や
〉
困
難
で
あ
る
が
、
前
に
遁
ベ
七
被
れ
の
勢
働
債
備
読
な
ど
冶

合
せ
て
考
へ
れ
ば
、
彼
炉
、
生
産
費
或
は
自
然
慣
伍
の
賓
瞳
と
し
て
は
蛇
労
働
の
み
ぞ
採
用
し
、
既
成
債
値
の
中
か

ら
利
潤
が
持
賃
と
共
に
支
梯
は
れ
る
も
の
と
看
倣
し
ゐ
た
る
こ
と
は
、
略
ぽ
明
か
で
あ
ら
う
。

然
ら
ぱ
、
『
資
本
家
と
融
労
働
者
と
の
聞
の
契
約
を
左
右
し
、
而
し
て
立
法
上
の
干
渉
が
な
い
場
合
に
、
過
去
の
勤

Longlield， ibid. p. 11 8. 
Ibid. 
Jbid. pp・ 39.40.



持
と
現
在
の
勤
務
と
の
成
果
を
、
利
潤
と
持
賃
と
に
分
配
す
る
所
の
原
則
は
、
如
何
な
る
・
も
の
で
あ
る
か
p
』

の
問
題
を
考
へ
る
に
営
っ
て
、

ロ
ン
グ
プ
ィ

l
y
r
は
、
ウ
ェ

ス
ト
や

y
カ
ア
ド
?
と
異
り
、
勢
賃
で
は
な
く
て

利
潤
を
先
き
に
観
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
な
す
の
で
あ
る
。
何
故
な
れ
ば
、
持
賃
の
大
小
は
利
潤
奉
・
の
如
何

に
よ
っ
て
定
ま
る
|
|
反
比
例
的
に
ー
ー
か
ら
で
あ
る
。

き
て
利
潤
の
本
質
は
何
で
あ
る
か
?
又
利
潤
の
大
さ
は
如
何
に
し
て
定
ま
る
か
?

所
謂
打
歩
卦
又
は
砂
差
骨
の
先
鞭
を
つ
け
、
又
後
者
に
つ
い
て
は
所
謂
除
炉
わ
吾
か
骨
の
先
離
を
な
し
て
居
る
。

『
資
本
と
利
潤
と
は
元
本
と
利
子
と
に
非
常
に
類
似
し
て
居
る
、
』
と
の
彼
れ
の
言
葉
に
よ
っ
て
も
明
か
な

前
者
に
つ
い
て
は
彼
は

而
レ
て

ぷ
品
加
(
号
制
り
が
制
主
酬
い
し
判
れ
て
副
司
副
刻
上
今
日
弟
子
論
k
吋
ば
れ
て
日
前
る
も
の
号
一
説
レ
七
も
の
ど
者
側
し
て
可
い
ロ

‘
.
、
、
.
、
、
.
、

先
づ
打
歩
誼
又
は
時
差
設
の
茄
芽
と
看
倣
さ
る
べ
き
-
も
の
を
示
す
彼
れ
の
章
句
を
引
用
せ
ん
に
、
彼
自
く
、

一
、
『
資
本
に
つ
い
で
は
、
本
来
、
宮
を
向
分
の
直
接
の
満
足
の
た
め
に
抽
問
責
す
る
伐
り
に
、
之
を
資
木
と
し
て
使
用
す
る
、
宮
の
所
持
者
に
よ

っ
て
提
供
せ
ら
れ
る
所
の
、
将
来
D
-
た
め
の
現
在
の
犠
牲
以
外
に
は
、
生
産
費
な
る
も
の
は
な
い
。

ζ

の
犠
牲
白
分
量
は
、
時
を
異
に
し
圃
を
異

に
ナ

J
に
従
ひ
、
叉
同
じ
時
及
び
閣
に
於
で
も
人
を
異
に
ナ
る
に
従
っ
て
、
者
し
〈
不
聞
で
あ
る
。
多
〈
の
場
令
に
於
で
こ
の
犠
牲
は
甚
だ
小
で

あ
る
。
何
故
な
れ
ば
、
耳
目
々
は
、
多
〈
の
人
が
何
等
利
潤
を
環
期
す
る
と
と
な
〈
、
た
だ
蓄
積
愛
好
の
念
又
は
現
在
よ
り
も
将
来
を
選
ぶ
念
の
み

よ
り
し
て
、
貯
蓄
を
な
し
で
居
る
の
を
、
見
る
か
ら
で
あ
る
。
他
方
に
、
多
〈
白
人
は
、
彼
等
が
資
本
と
し
で
使
用
し
得
る
と
と
を
知
ワ
ナ
居
る
物

を
、
彼
等
の
現
在
の
満
足
白
た
め
に
支
出
し
て
鴻
zu
。
併
し
乍
、
b
、
彼
等
の
蓄
積
よ
り
し
で
利
潤
を
獲
る
と
と
が
出
来
る
と
い
ふ
と
の
見
込
は
、

貯
蓄
に
封
ナ
る
強
烈
な
る
附
加
的
動
機
で
あ
る
。
』

二
、
『
利
潤
自
低
下
は
多
〈
の
傑
盆
を
伴
ふ
。
慣
習
的
低
利
潤
翠
白
第
一
の
最
も
直
接
的
且
つ
頬
著
な
る
結
果
は
、
組
て
白
金
銭
的
投
機
に
於
℃

将
来
と
現
在
と
を
殆
ど
棺
等
し
き
貫
要
さ
を
有
ヲ
も
の
と
な
ナ
、
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
0

・
:
:
:
或
る
現
在
白
便
盆
主
将
来
の
便
盆
と
を
比
較

す
る
に
嘗
ヲ
て
、
若
し
其
の
各
々
が
享
築
の
時
に
コ
λ

ト
ず
る

(
O
G
こ
で
あ
ら
う
債
格
に
よ
ワ
て
測
定
さ
る
べ
き
も
の
主
ナ
る
な
ら
ば
、
と
の
期
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現
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六

関
内
に
現
在
の
使
盆
の
債
格
よ
り
得
ち
る
べ
事
利
潤
に
相
賞
す
る
だ
け
、
比
較
上
の
掛
酌
が
加
へ

b
れ
な
け
れ
ば
な

b
な
い
。
若
し
利
潤
容
が
年

二
割
で
あ
る
な
ら
ば
、
一
は
現
在
享
楽
古
る
べ
〈
他
は
一
年
後
に
享
繁
苫
る
べ
き
ニ
ヲ
の
使
盆
は
、
英
の
債
値
の
比
例
が
玉
謝
六
で
あ
る
時
に
、

相
等
し
き
現
在
債
値
を
有
ワ
わ
け
で
あ
る
心
蓋
し
現
在
由
一

0
0疎
は
一
年
の
移
り
に
は
一
二

O
時
と
さ
れ
る
で
あ

b
う
か
ら
。
利
潤
寧
が
一
割

で
あ
る
な
ら
ば
、
比
例
は
一
一
割
一

O
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
五
分
な
ら
ば
二
一
甥
二

O
で
あ
る
。
か
〈
て
利
潤
率
目
減
少
に
伴
っ
て
と
の
比
例

は
金
均
等
一
に
接
近
す
る
o
』

第
一
の
章
句
中
に
於
け
る
、
『
資
本
の
生
産
費
』
な
る
概
念
は
、
可
な
り
暖
昧
で
あ
る
が
、

自
憾
の
有
す
る
憤
位
以
上
に
出
づ
る
慣
低
、
』
換
言
す
れ
ば
、
「
労
働
L
」
資
本
と
の
生
産
物
の
債
値
の
中
よ
り
、
資

本
に
測
す
る
利
潤
と
し
て
分
配
ざ
る
ぺ
き
部
分
以
の
意
と
解
一
陣
争
れ
な
け
れ
ば
な
p
り
な
い
で
め
ら
う
。
か
く
て

吾
々
は
、
雨
章
句
を
遁
じ
て
彼
が
利
潤
(
或
は
寧
ろ
利
子
)
に
闘
す
る
打
歩
説
又
は
時
差
読
|
|
こ
れ
は
ジ
イ
ニ
ヨ

ア
の
節
慾
設
と
相
通
十
る
も
の
を
有
っ
て
居
る
ー
ー
を
読
き
た
る
こ
と
を
、
知
hJ
得
る
の
で
あ
る
。

究
は
、
利
潤
宰
が
何
故
二
割
、
一
割
、
或
は
五
分
と
い
ふ
が
如
き
或
る
大
き
き
に
定
ま
る
か
、
と
い
ふ
こ
と
に

、
、
、
、

闘
す
る
、
彼
れ
の
限
界
生
産
力
説
で
あ
る
。
彼
は
資
本
の
技
用
|
|
券
働
者
に
持
賃
営
前
摘
し
、
持
働
者
の
生
産

こ
れ
は
、
「
責
本
ぞ
れ

能
率
を
高
め
る
ー
ー
を
過
べ
た
後
仁
、
・
択
の
如
〈
言
っ
て
居
る
。

郎
ち
、

『
或
る
機
械
の
使
用
に
濁
し
て
支
携
は
れ
得
る
額
は
(
或
る
資
木
の
使
用
に
謝
し
て
支
排
は
れ
得
る
利
潤
の
大
吉
は
、
と
書
奇
改
め
る
と
と
が
出
来

る

|
l堀
註
)
、
勢
働
者
の
作
業
を
援
助
す
る
其
の
能
率
に
よ
ヲ
で
決
定
さ
れ
た
る
最
高
限
度
を
有
し
、
他
方
其
の
最
低
限
度
は
、
不
詑
意
を
件

は
ず
し
て
而
も
最
小
の
能
率
を
し
か
あ
げ
得
な
い
所
約
、
そ
の
種
の
資
木
の
能
率
に
よ
づ
で
決
定
さ
れ
る
。
』
『
各
注
業
的
企
業
に
使
用
さ
れ
る
資

本
の
利
潤
は
、
其
の
水
準
を
見
出
さ
な
け
れ
ば
な

b
ず
、
而
し
て
こ
の
水
準
の
高
さ
は
、
自
然
的
に
最
も
小
な
る
能
率
を
以
て
使
用
き
れ
る
そ
白

資
本
の
利
潤
に
よ
っ
て
、
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
由

以
上
と
同
様
の
論
旨
を
示
す
章
句
は
、
他
に
多
く
あ
る
が
、

こ
れ
だ
け
で
も
、
彼
が
所
謂
限
界
生
産
力
設
を
抱

Ibid. pp. 229-231. 
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懐
せ
し
こ
と
は
、
慨
に
明
白
で
あ
ら
う
。
た
Y
問
題
は
、
彼
れ
の
全
理
論
瞳
系
中
に
於
け
る
打
歩
設
又
は
時
差
設

と
限
界
生
産
力
説
と
の
相
互
関
係
如
何
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
セ
?
グ
マ
シ
は
ロ
ン
グ
ア
ィ

l
y
y
の
打
歩
設
を

紹
介
し
た
る
際
に
、
『
こ
れ
等
の
章
句
を
観
れ
ば
、
か
の
ポ
ェ

1
ム
・
バ
ク
ェ

Y
ク
に
よ
っ
て
利
子
に
闘
す
る
「
生
産

力
」
設
と
「
打
歩
」
設
と
の
聞
に
劃
さ
れ
た
所
の
極
端
な
る
艶
照
が
、
如
何
に
誇
張
的
の
も
の
で
あ
る
か
が
、
明
白

で
あ
る
。
何
故
な
れ
ば
、
吾
々
は
此
虞
に
|
|
少
く
と
も
一
人
の
皐
者
の
所
論
中
に
|
|
「
打
歩
」
設
の
言
葉
を
用

ひ
て
生
産
力
設
が
説
明
3
れ
で
あ
る
の
を
、
見
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
こ
と
は
総
て
、
五
口
々
を
駆
っ
て
、
こ
の

輝
け
る
填
太
利
の
経
済
畢
者
と
英
国
に
於
け
る
彼
れ
の
先
輩
達
と
の
聞
の
差
異
は
、
普
通
に
想
像
さ
れ
て
居
る
よ

ち
も
、
運
か
に
よ
he
少
い
・
も
の
で
あ
る
、
と
の
結
論
に
到
達
せ
し
め
る
、
』
と
い
っ
て
居
る
。

悦
ム
い
L
w
t
?
グ
叩
ン
川
町
か
へ
る
'
訓
く
川
刺
子
い
劇
寸
あ
折
4
A
J

劃
可
A

U
隙
差
説

2
生
産
一
カ
劃
1
ι
川
町
~
開
“
A
W
J
T
会
く

絶
縁
的
の
も
の
と
観
る
の
は
、
誤
っ
て
居
る
で
あ
ら
う
。
併
し
乍
ら
、
こ
れ
等
の
説
が
『
一
人
の
事
者
の
所
論
中

に
』
謹
べ
ら
れ
て
居
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
其
の
差
異
を
甚
だ
微
小
な
る
も
の
〉
如
〈
考
へ
る
の
も
、
同
様
に

正
し
く
な
い
ゃ
う
で
あ
る
。
蓋
し
、
打
歩
読
又
は
時
差
設
に
於
け
る
時
差
(
N日

E
5
2
2
N
)
な
る
概
念
の
中
に
は
、

現
在
財
と
購
来
財
正
の
聞
の
生
産
力
の
差
異
と
い
ふ
が
如
き
思
想
は
、
理
論
上
全
然
合
ま
れ
て
ゐ
な
い
、
或
は
寧

ろ
合
ま
れ
で
は
な
ら
な
い
が
故
で
あ
る
。
故
に
、
ロ
ン
グ
プ
ィ

l
Y
H
P
に
よ
っ
て
こ
れ
等
雨
説
が
論
遇
さ
れ
て
居

る
こ
と
は
、
必
然
彼
れ
の
金
韓
系
に
於
け
る
理
論
上
の
不
統
一
を
意
味
す
る
も
の
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
私
は
、
彼
れ
の
打
歩
読
又
は
時
差
設
を
以
て
利
潤
(
又
は
利
子
)
の
本
質
を
論
・
?
る
も
の
と
解
し
、
而
し
て
彼

れ
の
限
界
生
産
力
設
を
以
て
利
潤
(
又
は
利
子
)
の
大
き
を
論
争
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
珊
か
な
り
と

も
こ
の
不
統
一
を
緩
和
せ
ん
と
試
み
た
の
で
あ
る
。
(
未
定
)
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